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議長会HP

議
員
活
動
し
や
す
い
環
境
目
指
し

議
員
活
動
し
や
す
い
環
境
目
指
し

「
押
印
」
簡
素
化
も

産
休
期
間
を
明
記

産
休
期
間
を
明
記

本
会
は
、女
性
議
員
の
産
休
期
間
明
記
や
、会
議
欠
席
事
由
で
の
「
育
児
」「
看
護
」「
介

護
」
な
ど
の
明
文
化
を
柱
と
す
る
標
準
市
議
会
会
議
規
則
の
改
正
を
２
月
12
日
付
で
全
国

８
１
５
市
議
会
に
通
知
し
た
。
改
正
で
は
、
押
印
の
簡
素
化
も
盛
り
込
み
、
議
員
が
活
動

し
や
す
い
環
境
整
備
や
、
国
の
動
き
に
合
わ
せ
た
業
務
見
直
し
を
進
め
た
。
今
後
、
こ
う

し
た
会
議
規
則
の
見
直
し
を
各
市
議
会
に
働
き
掛
け
て
い
く
。（
資
料
参
照
）。

自民党女性活躍推進特別委員会 役員会の模様

産
休
期
間
で
は
欠
席
届
出

規
定
（
第
２
条
、
第
９1
条
）

で
「
産
前
６
週
間
、
産
後
８

週
間
」
を
明
記
、「
あ
ら
か
じ

め
議
長
（
委
員
長
）
に
欠
席

届
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
出
産
欠
席
規

定
で
は
「
日
数
を
定
め
て
」

の
欠
席
届
提
出
を
記
し
た
だ

け
だ
っ
た
。

こ
の
件
で
は
先
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
第
５
次
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
」
で
議
会

三
団
体
に
対
し
、「
産
前
産
後

に
配
慮
し
た
会
議
規
則
の
整

備
」
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

昨
年
末
に
は
橋
本
聖
子
女

性
活
躍
担
当
相
、
自
民
党
の

女
性
活
躍
推
進
特
別
委
員
会

「
女
性
働
き
方
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
」
の
稲
田
朋
美
衆

議
院
議
員
、
有
村
治
子
参
議

院
議
員
が
本
会
を
訪
問
し
て

同
様
の
要
請
を
し
、
出
産
議

員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
子
育
て

議
員
連
盟
も
要
望
を
出
し
て

い
た
。

本
会
の
調
査
で
は
、出
産
欠

席
規
定
を
設
け
た
平
成
2７
年

の
標
準
会
議
規
則
の
改
正
以

来
、全
国
で
規
定
整
備
が
進
み
、

既
に
９
割
超
の
市
議
会
で
同

規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。本

会
は
今
回
の
新
た
な
産
休
期

間
明
記
を
機
に
、規
定
整
備
が

進
ん
で
い
な
い
残
り
の
市
議

会
に
対
し
て
改
め
て
検
討
を

求
め
て
い
く
方
針
だ
。

欠
席
規
定
で
は
ま
た
、
欠

席
事
由
と
し
て
こ
れ
ま
で
の

「
事
故
」
表
記
の
代
わ
り
に
、

「
公
務
」「
疾
病
」「
育
児
」「
看

護
」「
介
護
」「
配
偶
者
の
出

産
補
助
」「
そ
の
他
の
や
む
を

得
な
い
事
由
」
と
明
文
化
し

た
。
従
来
の
「
事
故
」
表
記

【
２
面
へ
続
く
】

自
民
党
女

性
活
躍
推
進

特
別
委
員
会

（
委
員
長
＝

森
ま
さ
こ
参

議
院
議
員
）

が
２
月
12
日

に
開
催
し
た

役
員
会
に
三

議
長
会
の
事

務
総
長
が
出

席
、
同
特
別

委
か
ら
出
さ

れ
た
「
出
産

休
業
期
間
等

の
議
会
標
準

会
議
規
則
へ

の
明
記
に
関
す
る
要
請
」
へ

の
対
応
状
況
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
が
報
告
し
た
。

冒
頭
、
森
委
員
長
が
、
本

会
な
ど
の
標
準
会
議
規
則
改

正
に
よ
り
「
地
方
の
女
性
議

員
に
新
た
な
道
が
開
け
た
」

と
高
く
評
価
。
続
い
て
同
委

員
会
「
女
性
働
き
方
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
座
長
の
稲

田
朋
美
衆
議
院
議
員
も
「
こ

れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
、

女
性
が
政
治
に
参
画
で
き
る

環
境
を
し
っ
か
り
作
っ
て
参

り
た
い
」
と
の
意
向
を
述
べ

た
。会

合
は
各
事
務
総
長
が
対

応
状
況
を
報
告
後
、
初
代
女

性
活
躍
担
当
大
臣
で
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
の

有
村
治
子
参
議
院
議
員
の
進

行
に
よ
り
国
会
議
員
と
の
意

見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

内
閣
府
か
ら
は
、
今
回
の

標
準
会
議
規
則
の
改
正
を
踏

ま
え
、
各
地
方
議
会
で
の
会

議
規
則
の
整
備
状
況
を
毎
年

調
査
し
、
結
果
を
内
閣
府

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る

と
の
意
向
が
示
さ
れ
た
。
令

和
3
年
度
は
７
月
1
日
時
点

の
整
備
状
況
に
つ
い
て
調
査

実
施
の
予
定
と
い
う
。

自民党女性活躍特別委自民党女性活躍特別委
標準規則改正 報告三議長会

標準規則
改正通知
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北
方
領
土
返
還
へ

北
方
領
土
返
還
へ

全

国

大

会

全

国

大

会

令
和
3
年
北
方
領
土
返
還

要
求
全
国
大
会
（
北
方
領
土

返
還
要
求
全
国
大
会
実
行
委

員
会
主
催
、
本
会
な
ど
地
方

六
団
体
は
構
成
団
体
）
が
２

月
７
日
の
北
方
領
土
の
日
、

都
内
で
無
観
客
開
催
（
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
）
さ
れ
、
決
意

表
明
を
含
む
大
会
ア
ピ
ー
ル

を
決
定
し
た
。

大
会
で
は
、
大
会
実
行
委

員
長
の
中
園
謙
二
氏
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
菅
義
偉
内
閣

総
理
大
臣
に
よ
る
「
こ
れ
ま

で
の
（
日
露
）
両
国
間
の
諸

合
意
を
踏
ま
え
て
、
今
後
も

着
実
に
交
渉
を
進
め
て
い

く
」
と
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
披
露
さ
れ
た
。

北
方
領
土
に
つ
い
て
本
会

は
、
定
期
総
会
や
評
議
員
会

で
北
方
領
土
問
題
の
早
期
解

決
等
を
求
め
る
決
議
を
採
択

し
て
お
り
、
▽
早
期
返
還
の

実
現
▽
北
方
領
土
隣
接
地
域

の
振
興
対
策
等
▽
北
方
四
島

に
お
け
る
共
同
経
済
活
動
の

実
現
―
を
要
望
し
て
い
る
。
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•
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関係閣僚へ要請　指定都市協議会関係閣僚へ要請　指定都市協議会

コロナ対策緊急要望コロナ対策緊急要望

全
国
市
議
会

議
長
会
指
定
都

市
協
議
会
（
会

長
＝
岩
井
雅
夫

千
葉
市
議
会
議

長
）
は
２
月
９

日
か
ら
15
日
に

か
け
て
、
2
月

2
日
の
第
24
回

総
会
で
決
定
し

た
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
関

す
る
緊
急
要

望
」
と
し
て
ワ

ク
チ
ン
接
種
経

費
の
全
額
国
費

に
違
和
感
を
訴
え
る
意
見
が

多
い
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
た
。

「
産
前
産
後
の
欠
席
期

間
」
の
運
用
な
ど
の
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て
は
通
知

に
併
せ
て
出
し
た
「
改
正
後

の
運
用
等
」
で
記
し
た
。
具

体
的
な
運
用
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
体
の
個
別
対
応
に
委

ね
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
本
会

は
個
別
に
設
け
ら
れ
た
規
則

に
つ
い
て
今
後
、
全
国
調
査

を
進
め
る
考
え
だ
。

押
印
に
つ
い
て
は
、
国
が

デ
ジ
タ
ル
化
政
策
の
一
環
で

見
直
し
を
進
め
る
の
に
合
わ

せ
、
本
会
も
「
押
印
を
求
め

な
く
て
も
特
段
支
障
が
な
い

事
項
で
は
廃
止
す
る
こ
と
が

適
当
」
と
判
断
し
た
。
こ
の

た
め
、
従
来
の
標
準
規
則
で

請
願
者
に
求
め
る
と
し
て
い

た
「
署
名
押
印
」
を
「
署
名

又
は
記
名
押
印
」
に
改
正
。

請
願
者
の
記
載
事
項
等
（
第

１
３
９
条
）
に
つ
い
て
「
請

願
者
が
署
名
又
は
記
名
押
印

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
、「
署
名
」
だ
け
で
済
ま

す
ケ
ー
ス
も
認
め
る
こ
と
と

し
た
。
請
願
者
が
法
人
の
場

合
の
条
文
も
同
２
項
で
整
備

し
た
。

【
1
面
か
ら
続
く
】

本
会
は
今
回
の
改
正
通
知

の
結
び
で
、「
議
員
活
動
を

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
は
、

女
性
を
は
じ
め
多
様
な
人
材

の
市
議
会
へ
の
参
画
を
促
す

環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
重

要
な
こ
と
だ
」
と
強
調
。
そ

の
上
で
、
女
性
模
擬
議
会
の

開
催
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

研
修
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

「
男
女
問
わ
ず
活
動
の
環
境
を
」

負
担
や
ワ
ク
チ
ン
の
安
定
的

供
給
や
適
切
な
分
配
等
に
つ

い
て
河
野
太
郎
行
政
改
革
担

当
大
臣
を
は
じ
め
と
し
て
、

関
係
閣
僚
に
要
望
運
動
を
展

開
し
た
。

【
要
望
先
】

河
野
太
郎
行
政
改
革
担
当

大
臣
（
９
日
）、
西
村
康
稔

経
済
再
生
担
当
大
臣
（
15

日
）

【
要
望
活
動
参
加
市
】

岩
井
雅
夫
会
長
（
千
葉
市

議
会
議
長
）、
横
山
正
人
委

員
（
横
浜
市
会
議
長
）、
山

崎
直
史
委
員
（
川
崎
市
議
会

議
長
）

本
会

る
市
議
会
が
あ
る
こ
と
に
触

れ
な
が
ら
、
全
国
の
市
議
会

に
対
し
、「
そ

れ
ぞ
れ
の
市
の

実
情
を
踏
ま
え
、

男
女
を
問
わ
ず

議
員
活
動
を
し

や
す
い
環
境
づ

く
り
へ
の
取
組

に
つ
い
て
適
切

な
配
慮
」
を
取

る
よ
う
求
め
た
。

https://www.si-gichokai.jp/
ホームページでも閲覧できます。

全国市議会議長会

河野行政改革担当大臣（左から3人目）、
藤井比早之内閣府副大臣（左端）、小林史明大臣補佐官（右端）

西村経済再生担当大臣（左から２人目）
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本
会
は
2
月
９
日
に
産
業
経
済
委
員
会
、
15
日
に
社
会

文
教
委
員
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
今
年
度
の
要
望
結
果

概
要
を
了
承
、
次
年
度
へ
の
申
し
送
り
事
項
な
ど
に
つ
い

て
決
定
し
た
。

産
業
経
済
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会
（
委
員

長
＝
山
川
直
保
郡
上
市
議
会

議
長
）
は
２
月
９
日
、
第

１
７
０
回
委
員
会
を
書
面
開

催
し
、
次
年
度
へ
の
申
し
送

り
事
項
な
ど
に
つ
い
て
決
定

し
た
。

次
年
度
へ
の
申
し
送
り
事

項
で
は
、
今
年
度
の
要
望
事

項
の
う
ち
①
農
業
振
興
対
策

②
林
業
支
援
対
策
③
水
産
業

振
興
対
策
④
食
の
安
全
及
び

消
費
者
の
信
頼
確
保
対
策
⑤

中
小
企
業
振
興
対
策
等
⑥
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
―
に

関
連
し
た
諸
事
項
に
つ
い
て

次
年
度
委
員
会
に
申
し
送
る

と
決
定
。
ま
た
、
昨
年
11
月

の
第
１
６
９
回
委
員
会
で
出

席
市
か
ら
要
望
事
項
に
盛
り

込
む
よ
う
提
案
の
あ
っ
た
外

国
漁
船
の
違
法
操
業
に
関
す

る
内
容
を
求
め
る
項
目
（
後

述
）
を
「
③
水
産
業
振
興
対

策
」
へ
次
年
度
要
望
書
で
加

え
る
よ
う
申
し
送
っ
た
。

な
お
、
令
和
２
年
度
の
要

望
結
果
に
つ
い
て
は
、
要
望

事
項
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、

今
回
の
委
員
会
で
は
「
速
報

版
」
と
し
て
報
告
さ
れ
た
。

速
報
版
の
要
望
結
果
で
は
、

①
農
林
水
産
業
②
中
小
企
業

対
策
③
資
源
･
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
経
済・社
会
文
教
委
員
会

産
業
経
済・社
会
文
教
委
員
会

要
望
結
果
を
了
承

要
望
結
果
を
了
承

社
会
文
教
委
員
会
は
２
月

15
日
、
第
１
７
０
回
委
員
会

を
書
面
開
催
。
規
定
に
基
づ

き
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
委

員
長
に
木
島
信
秋
黒
部
市
議

会
議
長
を
選
任
し
た
。

書
面
会
議
で
は
、
次
年
度

へ
の
申
し
送
り
事
項
を
協
議
。

今
年
度
の
要
望
項
目
の
う
ち

①
医
療
保
険
制
度
②
地
域
医

療
施
策
③
保
健
衛
生
施
策
等

④
介
護
保
険
制
度
⑤
少
子
化

対
策
等
⑥
社
会
福
祉
施
策
⑦

雇
用
対
策
⑧
環
境
保
全
施
策

⑨
文
教
施
策
―
に
関
連
し
た

事
項
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

要
望
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

を
決
定
し
た
。

令
和
２
年
度
の
要
望
結
果

で
は
、
①
新
た
な
病
床
機
能

の
再
編
支
援
②
不
妊
治
療
へ

の
支
援
事
業
③
保
育
所
の
待

機
児
童
解
消
④
少
人
数
学
級

の
推
進
―
に
つ
い
て
速
報
結

果
を
報
告
し
た
。

①
に
つ
い
て
、令
和
３
年
度

政
府
予
算
案
で
は
病
床
機
能

再
編
支
援
に
１
９
５
億
円
を

計
上
し
、「
病
床
削
減
」
「
病

院
統
合
」
に
伴
う
財
政
支
援

を
行
う
と
し
た
。

②
に
つ
い
て
令
和
２
年
度

第
三
次
補
正
予
算
案
で
は
、

政
府
で
検
討
さ
れ
て
い
る
不

妊
治
療
の
保
険
適
用
に
つ
い

て
、
適
用
ま
で
の
間
は
現
行

山川産業経済委員長
（郡上市）

木島社会文教委員長
（黒部市）

対
策
―
に
つ
い
て
報
告
。

①
に
つ
い
て
、
令
和
３
年

度
政
府
予
算
で
は
▽
農
林
水

産
行
政
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
▽
輸
出

重
点
品
目
の
生
産
体
制
強
化
、

輸
出
障
壁
解
消
、
海
外
販
路

開
拓
▽
資
源
管
理
に
取
り
組

む
漁
業
者
の
経
営
安
定
対
策

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
て

い
る
農
林
水
産
業
の
担
い
手

に
対
す
る
支
援
―
な
ど
が
行

わ
れ
る
。

②
に
つ
い
て
、
政
府
の
令

和
２
年
度
第
三
次
補
正
予
算

で
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
で

大
き
な
打
撃
を
受
け
た
中
小

企
業
等
の
事
業
継
続
や
経
営

転
換
等
の
支
援
を
行
う
と
し

た
。③

に
つ
い
て
、
令
和
３
年

度
予
算
で
は
、
令
和
32
年
ま

で
の
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
目
標
に
向
け
た
予
算
の

重
点
化
・
効
率
化
と
と
も
に
、

省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
の
導
入
や

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
技
術

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
加
速
な

ど
が
図
ら
れ
る
と
し
た
。

確
定
版
の
要
望
結
果
に
つ

い
て
は
、
５
月
を
目
途
に
全

市
へ
発
送
し
、
同
26
日
開
催

予
定
の
第
９７
回
定
期
総
会
で

活
動
報
告
を
行
う
と
決
定
し

た
。

措
置
を
大
幅
拡
充
す
る
と
し

て
３
７
０
億
円
を
計
上
し
た
。

③
に
つ
い
て
、
令
和
3
年

度
予
算
案
で
は
「
新
子
育
て

安
心
プ
ラ
ン
」
に
よ
る
保
育

へ
の
支
援
に
２
２
３
億
円
を

計
上
。
令
和
３
年
度
か
ら
６

年
度
末
ま
で
の
４
年
間
で
約

14 

万
人
分
の
保
育
の
受
け

皿
を
整
備
し
、
様
々
な
支
援

を
行
う
と
し
て
い
る
。

④
に
つ
い
て
、
政
府
は
小

学
校
の
学
級
編
成
の
標
準
の

人
数
を
５
年
か
け
て
学
年
進

行
で
35
人
へ
と
引
き
下
げ
る

と
し
、
来
年
度
は
小
学
校
1

～
２
年
が
35
人
学
級
と
な

る
。
ま
た
、
人
数
引
き
下
げ

に
伴
い
、
副
校
長
・
教
頭
や

生
徒
指
導
担
当
教
員
な
ど
教

職
員
配
置
充
実
の
た
め
の
定

数
改
善
を
図
る
と
し
た
。

【
申
し
送
り
事
項
に
追
加
さ

れ
た
要
望
事
項
（
案
）】

我
が
国
の
排
他
的
経
済
水

域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
内
に
お
け
る

資
源
管
理
及
び
安
全
操
業
を

確
保
す
る
た
め
、
我
が
国
の

排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て

違
法
操
業
を
行
う
外
国
漁
船

の
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
漁
業
協
定
の
交

渉
の
場
な
ど
に
お
い
て
、
違

法
操
業
の
根
絶
の
た
め
の
対

策
強
化
を
強
く
働
き
か
け
る

こ
と
。
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広 域 協
解散総会

50
年
の
活
動
に
幕

要
望
事
項
を
議
長
会
へ
申
し
入
れ

要
望
事
項
を
議
長
会
へ
申
し
入
れ

全
国
広
域
連
携
市
議
会
協
議
会
（
会
長
＝
寺
坂
寛
夫

鳥
取
市
議
会
議
長
）
は
２
月
８
日
、
書
面
開
催
に
よ
り

第
52
回
総
会
（
解
散
総
会
）
を
開
催
。
昭
和
45
年
に
設

立
以
来
50
年
の
活
動
に
幕
を
閉
じ
た
。
同
協
議
会
の
要

望
項
目
は
来
年
度
以
降
、
全
国
市
議
会
議
長
会
に
お
い

て
要
望
さ
れ
る
。

全
国
広
域
連
携
市
議
会
協

議
会
は
、
昭
和
45
年
７
月
11

日
に
広
域
市
町
村
圏
指
定
都

市
議
会
協
議
会
と
し
て
設
立

以
来
、
二
度
の
名
称
変
更
を

経
て
、
広
域
行
政
・
広
域
連

携
に
関
す
る
施
策
の
展
開
等

を
要
望
し
て
き
た
。

し
か
し
、
市
町
村
合
併
の

進
展
や
国
の
広
域
行
政
圏
施

策
の
見
直
し
な
ど
広
域
行
政

を
め
ぐ
る
状
況
が
大
き
く
変

化
。
広
域
協
に
も
影
響
が
及

び
、
加
盟
市
数
・
負
担
金
収

入
が
減
少
、
役
員
選
出
が
困

難
に
な
る
部
会
や
協
議
会
へ

の
参
加
が
一
部
の
加
盟
市
の

負
担
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

―
な
ど
運
営
に
様
々
な
問
題

が
生
じ
た
。

こ
う
し
た
中
、
広
域
協
で

は
協
議
会
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
、

令
和
元
年
度
に
は
協
議
会
の

存
廃
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

実
施
。
そ
の
結
果
、「
本
協
議

会
を
発
展
的
に
解
消
し
、
国

に
対
す
る
要
望
事
項
を
全
国

市
議
会
議
長
会
の
委
員
会
に

委
ね
る
」
が
最
多
の
回
答
を

寺坂広域協会長
（鳥取市）

占
め
た
こ
と
を
受
け
、
昨
年

２
月
の
第
51
回
総
会
で
「
第

52
回
総
会
を
解
散
総
会
と
し
、

令
和
３
年
３
月
末
日
を
も
っ

て
解
散
す
る
」
こ
と
が
決
定

し
た
。

第
52
回
総
会
の
協
議
で
は
、

広
域
協
の
各
要
望
事
項
（
左

掲
）
を
本
会
に
引
き
継
ぐ
た

め
の
申
し
入
れ
を
決
定
。
来

年
度
以
降
の
広
域
行
政
に
関

す
る
要
望
は
本
会
が
行
う
と

し
た
。

続
い
て
、
令
和
２
年
度
会

全国広域連携市議会協議会
要望項目

１　定住自立圏・連携中枢都市圏や一部事務組合、
広域連合等の事務の共同処理制度等の広域連携
施策を引き続き推進するとともに、都道府県を越えた
地域の連携など多様な広域連携のあり方を視野に
入れ、その推進に当たっては、地方自治体の意見を
十分反映すること。

２　広域連携を推進するため、市町村間や、市町村と
都道府県の連携、都道府県による事務の補完等に
資する具体的な方策を検討するに当たっては、中心
市と周辺市町村との「主導」「参画」関係を全国一
律に求める定住自立圏・連携中枢都市圏「要綱」を
見直すなど、「対等」「共同」関係に基づく多様な連
携方式の選択を可能とすること。また、「ビジョン」策
定や進捗プロセス管理などにおいて議会の関与を
拡大すること。

３　地方自治体が多様な手法の中から自ら選択した
広域連携の手法により、持続可能な行政サービスを
確保する取組については、中心市に偏ることなく周
辺市町村が担う役割に応じて適切な財政措置を講
じるとともに、その拡充を図ること。

4　定住自立圏・連携中枢都市圏については、その推
進経費に係る所要額を確保するとともに、今後も、地
域の実情に応じた柔軟な連携を図ることができるよう
対象要件の更なる緩和を図ること。

5　第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に盛り込ま
れた地域間連携の推進等広域連携の各施策につ
いて積極的に支援すること。

計
決
算
の
取
扱
い
に
つ
い
て

決
定
し
た
。
会
計
年
度
終
了

後
、
広
域
協
会
長
に
よ
る
監

査
に
一
任
し
、
生
じ
た
残
額

に
つ
い
て
は
本
会
会
計
に
繰

り
入
れ
、
地
方
行
政
委
員
会

な
ど
に
お
け
る
広
域
連
携
施

策
の
審
議
や
要
望
活
動
に
有

効
活
用
す
る
よ
う
申
し
送
る

と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
令
和
元
年
度

歳
入
歳
出
決
算
書
に
つ
い
て

も
書
面
協
議
の
上
、
認
定
さ

れ
た
。

宮古島市役所新庁舎
（写真提供＝宮古島市）

議場
（同左）

▽
宮
古
島
市
（
沖
縄
県
）

〒
９
０
６
―
８
５
０
１

宮
古
島
市
平
良
字
西
里

１
１
４
０

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

議
会
フ
ロ
ア
は
３
階
。
市

民
に
開
か
れ
た
施
設
と
な
る

よ
う
、
市
民
が
利
用
し
や
す

い
傍
聴
席
や
議
会
情
報
の
閲

覧
が
可
能
な
ロ
ビ
ー
が
配
置

さ
れ
て
い
る
。

新
庁
舎
落
成


